様式第１号（第２関係）

　　　　年　　月　　日
岐阜県知事　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（設立者住所）
（設立者氏名）　　　　　　　　　　　　

（代表者氏名）　　　　　　　　　　　　
調理師養成施設指定申請書
　このたび○○調理師学校を調理師法第３条第１号に規定する調理師養成施設としての指定を受けたいので、調理師法施行規則第５条の規定により、別紙書類を添えて申請します。
（記入上の注意）
（１）設立者住所は、法人の主たる事務所の所在地を記載すること。
（２）設立者氏名は、法人名を記載すること。（学校法人○○学園　等）
（３）代表者氏名は、法人の代表者の氏名を記載すること。（理事長○○○○　等）
（備考）
　・申請書は、設立しようとする日の４か月前までに提出すること。
指 定 申 請 書 一 件 書 類（目 次）
（指定申請書付属書類）
１　調理師養成施設の名称、所在地及び設立予定年月日
２　設立者の住所及び氏名（法人又は団体にあっては、その名称、主たる事務所の所在地並びに代表者の住所及び氏名）
３　調理師養成施設の長の住所及び氏名
４　教員の氏名、担当科目及び専任又は兼任の別
５　教科課程ごとの生徒の定員及び同時に授業を行う生徒の数（学級数を含む）
６　入所資格
７　入所の時期
８　修業期間、教科課程及び教育内容ごとの実習を含む総授業時間数（専修学校（専門・高等・一般）課程、各種学校、高等学校、短大別、昼・夜間部別）＜各教員の一週間当たり授業時間数を含む。＞
９　施設各室の用途及び面積並びに建物の配置図及び平面図
10　設備の状況
11　実習施設として利用しようとする飲食店等の名称及び所在地
12　設立者の資産状況及び調理師養成施設の経営方法
13　指定後２年間の財政計画及びこれに伴う収支予算
（添付書類）
１　設立者の履歴書（法人又は団体にあっては、定款、寄附行為、条例等のいずれか）
２　養成施設の長の履歴書
３　専任教員の履歴書（教員資格を証する書類、承諾書の写し及び就任承諾書の写しを含む）
４　兼任教員の履歴書（教員資格を証する書類、承諾書の写し及び就任承諾書の写しを含む）
５　養成施設の設立に要する施設費、設備費の財源調書（財源の内訳が確認できる種類等の写しを添付すること）
６　実習を承諾する旨の営業者等の承諾書
７　学則
８　その他
ア　時間割表
イ　入学者の需要見込み（市場調査結果等）
ウ　法人の履歴事項全部証明書の写し
エ　申請を行う旨を決定した際の理事会等の議事録
（申請事項記載例）
１　調理師養成施設の名称、所在地及び設立予定年月日
（１）養成施設の名称
　　　　○○調理師学校　
（２）養成施設の所在地
　　　　○○県○○市○○町○○１丁目２番３号
（３）養成施設の設立予定年月日
　　　　　　　　年　　月　　日
２　設立者の住所及び氏名（法人又は団体にあっては、その名称、主たる事務所の所在地並びに代表者の住所及び氏名）
（１）設立者の住所
　　　　○○県○○市○○町○○１丁目２番３号
（２）設立者の氏名
　　　　学校法人　○○学園
（３）代表者の住所
　　　　○○県○○市○○町○○１丁目２番３号
（４）代表者の氏名
理事長　○○　○○
３　調理師養成施設の長の住所及び氏名
（１）住所
　　　　○○県○○市○○町○○１丁目２番３号
（２）氏名
○○　○○
（記入上の注意）
（１）名称は、略字等を使用せず、正確に記載すること。
（２）住所は、「○○丁目○○番○○号」と正確に記載し、「１の２の２」又は「１－２－２」のように略して記載しないこと。

（３）設立者の住所及び氏名は、指定申請書の記載と同一であること。

４．教員の氏名、担当科目及び専任又は兼任の別
	整理
番号
	ふりがな
氏　名
	担　当　科　目
	専任・兼任の別
	担当教科
	備考

	
	
	
	
	課程
	

	１

	ふりがな

○○　○○
	＊＊＊＊
	＊＊＊＊
	＊＊＊＊
	専任
	専門課程○年　（週○時間）
高等課程○年　（週○時間）
	〇〇調理学校・兼任教員（夜週〇時間）

	２

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	専任
	専門課程○年　（週○時間）

	

	３

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	専任
	高等課程○年　（週○時間）

	

	４

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	専任
	専門課程○年　（週○時間）
高等課程○年　（週○時間）
	〇〇病院・非常勤職員（週〇時間）

	  ５

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	専任
	専門課程○年　（週○時間）
高等課程○年　（週○時間）
	

	６

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	専任
	専門課程○年　（週○時間）
高等課程○年　（週○時間）
	

	７

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	兼任


	専門課程○年　（週○時間）
高等課程○年　（週○時間）
	○○病院給食主任

	８

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	兼任


	専門課程○年　（週○時間）

	○○大学講師

	９

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	兼任


	専門課程○年　（週○時間）
高等課程○年　（週○時間）
	○○調理師学校教員

	１０

	ふりがな

○○　○○
	
	
	
	兼任


	専門課程○年　（週○時間）
高等課程○年　（週○時間）
	○○専門学校講師


（記入上の注意）
  ・養成施設の教員全員の状況について作成し、各教員の経歴・資格等は、別紙を作成し添付すること。
・専任教員のうち他の学校等を兼任している者については、備考欄に兼任状況（兼任先、勤務時間等）を記載すること。

・兼任教員については、備考欄に本勤務先及び職名を記載すること。
（別紙）　教員の経歴・資格
	整理
番号
	氏　名
	経　歴
	資　格
	
	教員免許状

	１

	○○　○○

	· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	· 調理師（　　＊年＊月＊日）

· 日本料理専門調理師（　　＊＊年＊月＊日）
	

	２

	
	
	
	

	３

	
	
	
	

	４

	
	
	
	

	  ５

	
	
	
	

	６

	
	
	
	

	７
	
	
	
	

	８
	
	
	
	

	９
	
	
	
	

	１０
	
	
	
	


（作成上の注意）

１　経歴欄には、担当する教育内容（教科科目）について、適当な（能力がある）者として判断できる内容を記入する。

２　必要に応じ、合格証書や免許証の写しを添付すること。

５　教科課程ごとの生徒の定員及び同時に授業を行う生徒の数（学級数を含む）
	課程

	昼夜間部
	修業期間

	入学定員

	総　定　員

	同時に授業を行う
生徒の数（学級数）

	専門
	昼
	２年
	４０名
	８０名
	４０名（２学級）

	専門
	昼
	１年
	８０名
	８０名
	４０名（２学級）

	高等
	昼
	１年
	４０名
	４０名
	４０名（１学級）

	一般
	夜
	１．５年
	４０名
	１２０名
	４０名（３学級）

	合計
	２００名
	３２０名
	　―　（８学級）


６　入所資格
（１）専門課程
　　　学校教育法第９０条に規定する者、又はこれらの者と同等以上の学力があると認められる者。
（２）高等課程
　　　学校教育法第５７条に規定する者、又はこれらの者と同等以上の学力があると認められる者。
（３）一般課程
　　　学校教育法第５７条に規定する者、又はこれらの者と同等以上の学力があると認められる者。
７　入所の時期
昼間部　　毎年４月
夜間部　　毎年４月及び１０月
（備考）
	区分
	課程
	修業期間
	学級数
	４月
	１０月
	４月
	１０月
	４月
	１０月
	４月

	昼
間
部
	専門

	２年

	１
	○
	
	
	
	○
	
	

	
	
	
	１
	
	
	○
	
	
	
	○

	
	専門
	１年
	２
	○
	
	○
	
	○
	
	○

	
	高等
	１年
	１
	○
	
	○
	
	○
	
	○

	夜
間
部
	一般

	1.5年

	１
	○
	
	
	○
	
	
	○

	
	
	
	１
	
	○
	
	
	○
	
	

	
	
	
	１
	
	
	○
	
	
	○
	


８　修業期間、教科課程及び教育内容ごとの実習を含む総授業時間数
（１）修業期間
昼間部、専門課程　　１年及び２年　　
昼間部、高等課程　　１年
夜間部、一般課程　　１年６か月
（２）教科課程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（専修・各種学校用）
	規則等
規定教育内容

	規則等規定
授業時間数

	学則規定

教科科目
	　昼間部
専門課程２年
	　昼間部
高等課程１年
	　夜間部
一般課程1．5年

	
	
	
	授業時間数
	授業時間数
	授業時間数

	食生活と健康

	９０時間

	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	食品と栄養の

特性
	１５０時間

	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	食品の安全
と衛生
	１５０時間

	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	調理理論と
　食文化概論
	１８０時間

	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	調理実習
	３００時間
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	総合調理実習
	９０時間
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	小計
	９６０時間
	小　　　計
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	そ　の　他
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	○○時間
	

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	
	

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	
	

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	
	

	
	＊＊＊＊
	○○時間
	
	

	
	小　　　計
	○○時間
	○○時間
	○○時間

	合　　　　　　　　　　　　　　　　　計
	○○○時間
	○○○時間
	○○○時間


（記入上の注意）
　　規則等規定授業時間数及び授業時間数は、１授業時間を５０分（原則）とし、３０時間を１単位として読み替えても差し支えないこと。
（２）教科課程
（高等学校・専修学校高等課程〈文部科学大臣指定〉用）
	規則等規定

教育内容
	  規則等規定単位数
	学則規定
教科科目
	　　　　
授業単位

	食生活と健康

	３単位

	＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊
	○単位

	食品と栄養の特性
	５単位

	＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊
	○単位

	食品の安全と衛生

	５単位

	＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊
	○単位

	調理理論と食文化概論
	６単位

	＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊
	○単位

	調理実習
	９単位


	＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊
	○単位

	総合調理実習
	３単位
	＊＊＊＊
	○単位

	
	
	＊＊＊＊
	○単位

	小　　計
	３１単位
	小　　計
	○○単位

	そ　の　他
	＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊
	○単位

	
	＊＊＊＊
	○単位

	
	小　　計
	○単位

	合　　計
	○○○単位


（作成上の注意）
　単位数は、１単位時間を５０分とし、３５単位時間の授業を１単位とすること。
（３）授業計画（○○課程、○間部、修業期間○年）
　　　第○学期　　○月○日～○月○日　実質授業週数　○○週
（１年Ａ組）
	
	9:00～
9:50
	10:00～

10:50
	11:00～

11:50
	12:50～

13:40
	13:50～

14:40
	14:50～

15:40
	15:50～

16:40

	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	月
	
	
	
	
	
	
	

	火
	
	
	
	
	
	
	

	水
	
	
	
	
	
	
	

	木
	
	
	
	
	
	
	

	金
	
	
	
	
	
	
	

	土
	
	
	
	
	
	
	


（注）ただし、毎月第○曜日は、休業日とする。
（１年Ｂ組）
	
	9:00～

9:50
	10:00～

10:50
	11:00～

11:50
	12:50～

13:40
	13:50～

14:40
	14:50～

15:40
	15:50～

16:40

	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	月
	
	
	
	
	
	
	

	火
	
	
	
	
	
	
	

	水
	
	
	
	
	
	
	

	木
	
	
	
	
	
	
	

	金
	
	
	
	
	
	
	

	土
	
	
	
	
	
	
	


（注）ただし、毎月第○曜日は、休業日とする。
（記入上の注意）
　１　学年、組別に製表し、学期別、課程別（専門・高等・一般）、昼・夜間部別、修業期間別に別葉とすること。
　２　週５日制、週６日制を併用する場合は、脚注に「ただし、毎月第○週○曜日は、休業日とする。」と記入すること。
　３　完全週休５日制の場合は、開講しない曜日の欄に「休業日」と記入すること。
　４　規定の教育内容及び授業時間数の授業が確実に実施される授業計画であること。
　５　１授業時間は５０分を原則とし、教育上支障がない場合には、講義については２授業時間、実習については３授業時間を連結した授業でも差し支えないこと。
（４）教員の１週間当たりの教科科目別授業時間表
第○学期　　○月　○日　　～　　○月　○日　　実質授業週数　○週
	氏　　　名
	　○○　○○
	資　　格
	＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

	担当教科課程
	専・兼別
	担当教科科目

	ア
	○間部○○課程○年
	
	
	
	

	イ
	○間部○○課程○年
	
	
	
	

	ウ
	○間部○○課程○年
	
	
	
	


	
	9:00～

9:50
	10:00～

10:50
	11:00～

11:50
	12:50～

13:40
	13:50～

14:40
	14:50～

15:40
	15:50～

16:40

	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	月
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	火
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	水
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	木
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	金
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	

	土
	教科科目
	
	
	
	
	
	
	

	
	学年組
	
	
	
	
	
	
	


	担 当 教 科 科 目
	１週間当たり授業時間数
	１学期授業時間数

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　　　　計
	
	


（記入上の注意）
　１　教員別に製表し、担当教科課程欄には昼・夜間部別、課程別（専門・高等・一般）修業期間を記入すること。
　２　学年組欄は担当教科課程の区別がわかるよう、例えば、教科課程の区別（ア、イ、ウ、）－２年Ａ組と記入すること。
　３　週５日制、週６日制を併用する場合は、脚注に「ただし、毎月第○週○曜日は、休業日とする。」と記入すること。
　４　完全週５日制の場合は、開講しない曜日の欄に「休業日」と記入すること。
　５　規定の教育内容及び授業時間数の授業が確実に実施される授業計画であれば、６時限授業であっても差し支えなく、その場合、７時限の欄は空白とすること。
９　施設の各室の用途及び面積並びに建物の配置図及び平面図
（１）施設の各室の用途及び面積
（２）付近見取図
（３）建物の配置図
（４）各室の配置図
    ア　事務室、教員室、医務室、更衣室、図書室
    イ　普通教室（１）（２）（３）
    ウ　調理実習室、準備室、倉庫
    エ　総合調理実習室
    オ　ホール、玄関付近

カ　その他
　（作成上の注意）
　　　図面は、最後に編さんしても差し支えないこと。
（１）施設各室の用途及び面積
１階
	
	室名
	用途
	専用・共用
の別
	面積（㎡）
	収容人員

	１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
	事務室
教員室
医務室
更衣室（男）
　〃　（女）
図書室
普通教室（１）
〃　（２）
〃　（３）
調理実習室
準備室
総合調理実習室
ホール
倉庫
その他
	生徒用
〃
〃
講義用
〃
〃
実習用
実習用
	専用
〃
〃
〃
専用
	17.5
25.5
10.0
18.0
18.0
16.5
66.0
66.0
66.0
66.0
28.0
66.11
102.15
12.0
88.0
	60
60
40
40
40
40



その他は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・である。
	
	事務室
	教員室
	医務室
	更衣室（男）
	更衣室（女）
	普通教室（１）
	普通教室
（２）
	普通教室（３）

	玄関
	
	

	
	ホール
	図書室
	総合調理
実習室
	準備室

倉庫
	調理実習室


（記入上の注意）
　　校舎、各階別に施設の内容を記載すること。
（２）付近見取図


                                                 スーパーマーケット








                          ○
                          ○                                    ○○調理師学校
                          銀                   ○○郵便局
                          行






                          ○
                             ○
                                 川
     （記入上の注意）
         目印になるものなどを具体的に記入すること。
（３）建物の配置図


          道

          路                                          寄　宿　舎
                              　○
                              　○

                              　調
                                理                     ○
                                                       ○
                                師                     ○
                                                       洋
                                学                     裁
                                                       学
                                校                     校

                        　駐　車　場

（４）各室の配置図
    ア　事務室、教員室、医務室、更衣室、図書室
　　　　

（平面図記載）
    イ　普通教室（１）（２）（３）
（平面図記載）

    ウ　調理実習室、準備室、倉庫
（平面図記載）

    エ　総合調理実習室
（平面図記載）

    オ　ホール、玄関付近

（平面図記載）

カ　その他
（平面図記載）

　（作成上の注意）
　　　図面は、最後に編さんしても差し支えないこと。
10　設備の状況
（１）普通教室
	品名
	数量
	備考

	
	普通教室１
	普通教室２
	普通教室３
	

	生徒用机
生徒用いす

	４０
４０

	４０
４０

	４０
４０

	１人用
〃



（２）調理実習室
	品　　 名
	数量
	備　考
	品　　名
	数量
	備　考

	冷却用機器 
加熱調理機器
調理台
流し
食器保管庫

調理実験器具
	
	
	
	
	 


（３）総合調理実習室
	品　　 名
	数量
	備　考
	品　　名
	数量
	備　考

	冷却用機器 
加熱調理機器
食器の洗浄・消毒用機器
配膳及び配食用機器
調理台
流し
食器保管庫


	
	
	
	
	 


11　実習施設として利用しようとする飲食店等の名称及び所在地
	施設名
	所在地

	○○ホテル
　　　　　○○料理店
	

	○○レストラン

	

	割烹　○○料理店
	

	○○事業所
	

	
	

	
	

	
	

	
	


12　設立者の資産状況及び養成施設の経営方法
（１）設立者の資産状況
	資　産　の　部
	金　　額
	負債及び基金の部
	金　　額

	 流動資産
   現　金
   預貯金
   有価証券
　 貯蔵品
　 短期貸付金　
   未収金
   立替金
   前払金
   その他の流動資産
流動資産　計
 固定資産
   土　地
   建　物
   構築物
   教育用設備備品
   事務用設備備品
   図書
   建設仮勘定
   借地借家権
   特定資産
   出資金
   その他の固定資産
固定資産　計
 欠損金
   繰越欠損金
   当期欠損金
欠損金　計

	千円
  ○○○
  ○○○

	千円
○○○

	 流動負債　
   短期借入金
   未払金
   前受金
　 預り金
   その他の流動負債
流動負債　計
 固定負債
   長期借入金
   私学振興会借入金
   その他の負債
固定負債　計
 引当金
   原価償却引当金
   退職給与引当金
引当金　計
 基本金
　 当初基本金
   増加基本金
基本金　計
 剰余金
   校舎増築基金
   厚生基金
   育英基金
   別途積立金
   繰越剰余金
   当期剰余金
剰余金　計
	千円

	千円


	合　　計
	
	   ○○○
	合　　計
	
	


（２）調理師養成施設の経営方法
13　指定後２年間の財政計画及びこれに伴う収支予算
（１）　　○○年度　収支予算書
 　　　　歳　入
　　　　　　　　　　経常部　　　　　　　　　　   　円也
　　　　　　臨時部　　　　　　　　　　   　円也
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　   　円也
　　 　　歳　出
　　　　　　　　　　経常部　　　　　　　　　　　   円也
　　　　　　臨時部　　　　　　　　　　   　円也
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　   　円也
  　　　 歳入歳出差引残金　　　　　　　　　　　　　円也
収入　経常部　内訳
	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	１　基本財産収入
	
	
	
	

	（１）積立金利子
	
	
	
	

	（２）その他の基本財産収入
	
	
	
	

	２　運用財産収入
	
	
	
	

	（1） ○○積立金利子
	
	
	
	

	（2） ○○財産収入
	
	
	
	

	３　○○学校収入
	
	
	
	

	（1） 授業料
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	（2） 入学金
	
	
	
	1人　　　　　　円
　　　　○○○人分

	（3） 入学検定料
	
	
	
	1人　　　　　　円
　　　　○○○人分

	（4） 実習費
	
	
	
	

	（5） 証明手数料
	
	
	
	

	（6） ○○費
	
	
	
	

	（7） 雑収入
	
	
	
	

	４　○○学校収入
	
	
	
	

	（1） 授業料
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	（2） 入学金
	
	
	
	1人　　　　　　円
　　　　○○○人分

	（3） 入学検定料
	
	
	
	1人　　　　　　円
　　　　○○○人分

	（4） 実習費
	
	
	
	

	（5） 証明手数料
	
	
	
	

	（6） ○○費
	
	
	
	

	（7） 雑収入
	
	
	
	


	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	５　寄宿舎収入
	
	
	
	

	（1） 舎費
	
	
	
	1人月額　　　円
　　　人／月分

	（2） 食費
	
	
	
	

	（3） 雑収入
	
	
	
	

	６　収益事業収入
	
	
	
	

	７　補助金
	
	
	
	

	８　寄付金
	
	
	
	○○後援会　　　円
○○会　　　　　円

	９　その他の収入
	
	
	
	

	前年度繰越金
	
	
	
	

	経常部合計
	
	
	
	


収入　臨時部　内訳
	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	１　補助金
	
	
	
	

	２　寄付金
	
	
	
	

	３　借入金
	
	
	
	

	４　前年度繰越金
	
	
	
	

	５　○○○金
	
	
	
	

	臨時部合計
	
	
	
	


支出　経常部　内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	１　○○学校費
	
	
	
	

	（１）給料
	
	
	
	

	学校長
	
	
	
	

	教員
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	兼任教員
	
	
	
	1時間　　　　　円
　　　　　　／時分

	事務員
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	その他
	
	
	
	

	（２）諸給
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	手当
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	（３）備品費
	
	
	
	

	機械器具費
	
	
	
	

	図書費
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	（４）消耗品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	

	通信運搬費
	
	
	
	

	光熱水料
	
	
	
	

	研究費
	
	
	
	

	実習費
	
	
	
	

	修繕費
	
	
	
	

	保険料
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	２　○○学校費
	
	
	
	

	（１）給料
	
	
	
	

	学校長
	
	
	
	

	教員
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	兼任教員
	
	
	
	1時間　　　　　円
　　　　　　／時分

	事務員
	
	
	
	1人年額　　　　円
　　　　○○○人分

	その他
	
	
	
	

	（２）諸給
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	手当
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	（３）備品費
	
	
	
	

	機械器具費
	
	
	
	

	図書費
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	（４）消耗品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	

	通信運搬費
	
	
	
	

	光熱水料
	
	
	
	

	研究費
	
	
	
	

	実習費
	
	
	
	

	修繕費
	
	
	
	

	保険料
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	３　寄宿舎費
	
	
	
	

	舎監給
	
	
	
	

	備品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	食料品費
	
	
	
	

	修繕費
	
	
	
	

	保険料
	
	
	
	

	光熱水料
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	４　法人諸費
	
	
	
	

	役員給
	
	
	
	

	会議費
	
	
	
	

	事務員給料
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	備品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	５　予備費
	
	
	
	

	６　翌年度へ繰越金
	
	
	
	

	経常部合計
	
	
	
	


支出　臨時部　内訳
	科目
	予算額
	前年度
予算額
	増△減額
	摘要

	１　○○積立金
	
	
	
	

	２　負債償還金
	
	
	
	

	元金
	
	
	
	

	利子
	
	
	
	

	３　営繕費
	
	
	
	

	○○校舎建築費
	
	
	
	

	４　財産購入費
	
	
	
	

	校地購入費
	
	
	
	

	図書購入費
	
	
	
	

	機械器具購入費
	
	
	
	

	臨時部合計
	
	
	
	


（添付書類）
１　設立者の履歴書（法人又は団体にあっては、定款、寄附行為、条例等のいづれか）
２　養成施設の長の履歴書
       （氏  名）
       ○○　○○
３　専任教員の履歴書（教員資格を証する書類、承諾書の写し及び就任承諾書の写しを含む）
     （整理番号）  （氏  名）
         １　　　　○○　○○
      　 ２　　　　○○　○○
      　 ３　　　　○○　○○
      　 ４　　　　○○　○○
      　 ５　　　　○○　○○
４　兼任教員の履歴書（教員資格を証する書類、承諾書の写し及び就任承諾書の写しを含む）
      （整理番号）  （氏  名）
         １　　　　○○　○○
      　 ２　　　　○○　○○
      　 ３　　　　○○　○○
      　 ４　　　　○○　○○
      　 ５　　　　○○　○○
（注意事項）
  （１） 整理番号は、申請書に記載する「４．教員の氏名、担当科目及び専任又は兼任の別」の整理番号と一致させること。
（２） 履歴書、承諾書、就任承諾書は整理番号順に添付すること。
５　養成施設の設立に要する施設費・設備費の財源調書（財源の内訳が確認できる種類等の写しを添付すること）
６　実習を承諾する旨の営業者等の承諾書
７　学則

８　その他
ア　時間割表
イ　入学者の需要見込み（市場調査結果等）
ウ　法人の履歴事項全部証明書の写し
エ　申請を行う旨を決定した際の理事会等の議事録
１　設立者の履歴書（法人又は団体にあっては、定款、寄附行為、条例等）
学　校　法　人　○　○　学　園　定　款
２　養成施設の長の履歴書
３　専任教員の履歴書（教員資格を証する書類、承諾書の写し及び就任承諾書の写しを含む）
４　兼任教員の履歴書（教員資格を証する書類、承諾書の写し及び就任承諾書の写しを含む）
	氏名
	○○　○○
	　生　年　月　日
	昭和　　年　月　日

	本籍地
都道府県
	

	現住所
	〒　　　－　　　　


	　年　月　日
	　　資格等
	　　　　履歴事項

	昭
昭
昭
昭
昭
昭
平
平
	○
○
○
○
○
○
○
○
	○
○
○
○
○
○
○
○
	○
○
○
○
○
○
○
○
	栄養士免許
（東京都第○○○○号）
管理栄養士登録
（第○○○○号）
	（学歴）
○○大学○○学部○○学科入学
〃　　　　　　　卒業
（職歴）
○○株式会社総務課厚生係
　　　　〃　　　　　　　退職
○○短期大学○○学科専任講師
　　　　　　　（○○学担当）
　　　　〃　　　　　　　　　退職


承　　諾　　書
　私は、○○調理師学校が調理師養成施設として指定の上は、専任（又は兼任）教員として就任し、次の教科科目を担当することを承諾します。
　　　１　○○○○○
    　２　○○○○○
　　　　　年　　月　　日
                                  氏　名 　○　○　○　○　　印
学校法人○○○○
理事長　○○　○○
                            殿
（記入上の注意）
  　養成施設の長が採用予定者の場合には、専任（又は兼任）教員を学校長とすること。
就  任  承  諾  書
　○○調理師学校が調理師養成施設として指定の上は、　　○○年○○月○○日から、あなたが同校の専任（又は兼任）教員として就任することは差し支えありません。
　　　　　年　　月　　日
                               　　　　　　　　  学校法人○○○○

理事長　○○　○○　　印
○○　○○  殿
（記入上の注意）
  　養成施設の長が採用予定者の場合には、専任（又は兼任）教員を学校長とすること。
５　養成施設の設立に要する施設費、設備費の財源調書
	年度別
	事業区分
	数量
	事業費額
	財源の内訳
	備考

	
	
	
	
	自己資金
	寄付金
	借入金
	
	その他
	

	
	
	
	
	積立金
	剰余金
	その他
	
	
	
	
	

	　　○○年度
	土地購入費
	㎡
	千円
	
	
	
	
	
	
	
	寄附金○○千円は父兄より○○千円
　　　　　　○○会社より○○千円

	　　○○年度
	校舎建築費
	㎡
	
	
	
	
	
	
	
	
	・自己資金○○千円は、○○年度臨時部から繰越金
・借入金○○千円は、○○銀行より　　○○年○○月○○日借入、償還期間○○年（○年据置）利率年○分、抵当物件土地○○○㎡

	
	図書費
	冊
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	機械器具費
	点
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）　この調書には、財源の内訳が確認できる書類等の写しを添付すること。
６　実習施設として利用しようとする飲食店等の承諾書
	承　　諾　　書
   私施設において、○○調理師学校の生徒の実習をお引き受けする
ことを承諾いたします。
        　　　　年　　月　　日
                               実習受託施設名
　　　　　　　　　　　　　 施　設　長　名                 印
                           　　殿



７　学　　　則
○ ○ 調 理 師 学 校 学 則
